
山鹿回生病院が担う
役割について
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医療法人回生会 山鹿回生病院
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1 現状と課題

・基本理念

医療・福祉を通して地域に貢献しよう

多様化する地域のニーズに応えられる柔軟な体制を備えて、

安心・信頼される医療を提供するために、スタッフが一体と

なり努めます。
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1 現状と課題

・基本方針

・ 安心と満足を提供できる、良質の医療を目指します。

・ 患者様の権利を尊重し、人に優しい医療に努めます。

・ すべての職種が協力して、充実したチーム医療を実践します。

・ 地域の関係機関と連携し、開かれた医療を図ります。

・ 働き甲斐があり、自分が成長できる職場を創ります。
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1 現状と課題

・現状

■ 医療許可病床

２４０床（精神病床）

■ 運営病床

・精神病棟１５対１入院基本料（１２０床）

・精神療養病棟入院料(６０床）

・認知症治療病棟入院料１（６０床）

■ 平均在院日数（令和5年10月～令和5年12月）

精神一般病棟： ３５２日

認知症治療病棟： ３６６日

精神療養病棟： ６８５日

病棟全体： ４０７日
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■ 標榜診察科

精神科、神経科、内科、心療内科

■主な外来機能等

精神科外来

物忘れ外来（専門外来）

精神科訪問看護

精神科デイケア

精神科ショートケア

重度認知症患者デイケア

指定一般相談支援事業

1 現状と課題
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■ 医療機関指定

・認知症疾患医療センター指定病院

・指定一般相談支援事業者指定病院

・精神科救急医療施設指定病院

・応急入院指定病院

・特定病院指定病院

・生活保護法指定医療機関

・指定自立支援医療機関

・精神科救急情報センター対応指定病院

・難病指定病院

1 現状と課題
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■ 職員数 令和6.1.1現在

1 現状と課題

職 種 常勤職員 非常勤職員 計

医師 ６ １８ ２４

薬剤師 ５ １ ６

看護師 ４８ ３ ５１

准看護師 ２３ ２ ２５

看護補助者 ３２ ３ ３５

臨床検査技師 １ １

放射線技師 ２ ２

管理栄養士 ２ １ ３

栄養士 ３ ３

調理士 ３ ３

精神保健福祉士 １１ １１

作業療法士 １０ １０

臨床心理士 ２ ２

事務・他 ３２ ８ ４０

合 計 １７８ ３８ ２１６ 7



1 現状と課題

・山鹿回生病院の特徴

圏域唯一の精神科病院であり、脳器質性精神疾患を含む精神
障害の医療、老年期脳障害、特に高齢者認知症患者に対する
医療等、精神保健医療全般の受け皿として医療を行っていま
す。

当院は熊本県地域拠点型認知症疾患医療センターに指定され
ており、行政や地域包括支援センター（認知症強化型）と連携
し、認知症初期集中支援チームを結成している。認知症の早
期診断・専門治療に力を入れ、患者様やご家族の方の多様な
ニーズに対応できるように努力しています。
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５疾病・５事業では精神疾患の急性期から慢性期までの医療
の役割を担っております。

現在、精神科及び認知症専門外来共に初診患者様の受け入
れ体制が十分とは言えない状態であり、専門医及び精神科医
師の確保が課題である。

1 現状と課題

・政策医療
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【地域において今後担うべき役割】

圏域唯一の精神科病院であり、地域拠点型認知症疾患医療

センターとして、行政機関、地域包括支援センター、医療・介

護福祉施設等との連携を強化し、精神保健医療全般の役割

を担うとともに、地域の病院で認知症や精神疾患を持ちなが

ら治療を受けている患者様の入院治療及び外来治療の受入

体制の強化を図る。

２ 今後の方針 ①
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【地域において今後担うべき役割】

また、他の医療機関の医師、看護師、精神保健福祉士等

との事例検討会、認知症フォーラム等を実施しており、

認知症ケアに関する知識及び質の向上を図る。

精神保健福祉相談への医師の派遣や地域におけるゲート
キーパー養成研修講師の派遣等も継続して行う。

２ 今後の方針 ②
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【地域において今後担うべき役割】

新型コロナウイルス感染症に関して、確保病床はありません
ので、当院の医療を継続しつつ新興感染症以外の入院治療
を要する患者様を積極的に受け入れます。

発熱外来は継続し患者様が適切な治療を受けられるよう

努めます。

２ 今後の方針 ③
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【①４機能ごとの病床のあり方 その１】

・・・・・・

３ 具体的な計画

病床機能 2023年(令和4年） 2025年(令和7年）

高度急性期

急性期

回復期

慢性期

その他(精神) ２４０ ２４０

合計 ２４０ ２４０
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【②診療科の見直し】

診療科の見直しは現時点では考えておりません。

３ 具体的な計画

現時点
(令和5年12月時点)

2025年
(平成37年) 理由・方針

維持
精神科・神経科
心療内科・内科

精神科・神経科
心療内科・内科

新設

廃止

変更・統合
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【数値目標】

※紹介率、逆紹介率は計算できておりません。

３ 具体的な計画

目標項目
現時点

（令和5年12月時点）
２０２５年

①病床稼働率 ８４％ ９０％

②紹介率 － －

③逆紹介率 － －
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【取組みと課題】

取組み

１．他医療機関、行政機関、介護福祉施設等との情報交換

及び地域連携を強化し、入院・外来等の依頼を積極的に

受け入れるように努めます。

２．認知症フォーラムや講演会、地域交流祭等のイベントを

通し地域との交流を深め、当院の担う精神科医療の在り

方や医療機能を理解して頂くように努めます。

３ 具体的な計画
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【取組みと課題】

課題

１．医師の確保

２．医療従事者の確保

様々な媒体等を利用し人材確保に努める

３．医師の働き方改革

宿日直許可は取得済

多職種へのタスクシフトを充実

IT化による業務効率化

３ 具体的な計画
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